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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第72期
第２四半期
連結累計期間

第73期
第２四半期
連結累計期間

第72期

会計期間
自　2020年４月１日
至　2020年９月30日

自　2021年４月１日
至　2021年９月30日

自　2020年４月１日
至　2021年３月31日

売上高 （百万円） 43,340 28,683 93,942

経常利益 （百万円） 352 339 1,285

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

（百万円） 140 138 108

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 238 90 307

純資産額 （百万円） 13,816 13,938 13,885

総資産額 （百万円） 48,674 44,232 42,975

１株当たり四半期（当期）
純利益

（円） 9.36 9.24 7.19

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益

（円） － － －

自己資本比率 （％） 28.1 31.2 32.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） 851 △633 2,168

投資活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） △372 31 161

財務活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） △31 △1,435 △832

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

（百万円） 8,080 7,092 9,130

 

回次
第72期
第２四半期
連結会計期間

第73期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　2020年７月１日
至　2020年９月30日

自　2021年７月１日
至　2021年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 18.12 19.28

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期

首から適用しており、当第２四半期連結累計期間及び当第２四半期連結会計期間に係る主要な経営指標等に

ついては、当該会計基準等を適用した後の指標等となっております。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更は

ありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。この結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は、

前第２四半期連結累計期間と比較して大きく減少しており、以下の経営成績に関する説明の売上高については、増減

額及び前年同期比（％）を記載せずに説明しております。

　詳細は、「第４ 経理の状況 １ 四半期連結財務諸表 注記事項（会計方針の変更）」に記載のとおりであります。

 

(1) 経営成績の分析

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の再拡大に伴う緊急事態宣言やま

ん延防止等重点措置等により、引き続き社会活動が制限される厳しい状況で推移しましたが、海外経済の回復に伴

う輸出の増加等を背景に、景気は一部に持ち直しの動きが見られました。

　当社グループの位置する建設関連業界におきましては、資材価格の高騰等による建設コストの上昇が続きました

が、公共投資は依然底堅く、民間投資や新設住宅着工戸数にも持ち直しの動きが見られました。

　このような環境において当社グループは、顧客獲得に向けて営業力の強化と施工体制の拡充を推進したほか、PB

商品の開発など新たな商材の確保、既存取引先との関係強化などを合わせて実施し、収益力強化の取り組みに努め

ました。

　一方で、新型コロナウイルス感染症対策のワクチン接種率向上により感染者数の減少は見られるものの、再拡大

の懸念もあり予断を許さない状況が続くものと予想されることから、当社グループでは、長期間にわたる感染症の

対策を組織的に取り組み、オフィスでのソーシャルディスタンス確保、Web会議の活用やテレワークでの受注体制

確保などの施策を実施しました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は収益認識会計基準等の適用により、売上高286億83百万円（前年

同期は433億40百万円）、前年同期に比べのれんの償却額が減少した結果、営業利益は２億52百万円（前年同期比

86.6％増）、前年同期に保険解約返戻金を計上した反動により、経常利益は３億39百万円（同3.6％減）、親会社

株主に帰属する四半期純利益は１億38百万円（同1.2％減）となりました。

　なお、収益認識会計基準等の適用により、売上高は143億32百万円減少し、営業利益、経常利益はそれぞれ79百

万円増加しております。

 

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

（建設資材）

　基礎資材売上は大型インフラ工事を中心に前期からの好調を維持し、建設資材売上は主力である北海道市場が

好調に推移した結果、売上高は160億16百万円（前年同期は307億25百万円）となり、セグメント利益は34百万円

（前年同期比89.7％減）となりました。

　なお、2020年10月１日付で持株会社体制へ移行したことに伴い、前第３四半期連結会計期間から報告セグメン

トに配分していなかった全社費用の一部を当該セグメントに配分したことにより、セグメント利益は従来の算定

方法と比べ２億90百万円減少しております。また、前第２四半期連結累計期間のセグメント利益については、持

株会社移行後の算定方法によることが困難であることから、持株会社移行前の算定方法によっております。

　このほか、収益認識会計基準等の適用により、前年同期と比べ売上高は153億４百万円減少し、セグメント利

益は24百万円減少しております。

（建設工事）

　小規模な工事は好調であったものの大型物件工事が減少した結果、売上高は99億38百万円（前年同期は106億

45百万円）となり、セグメント損失は１億57百万円（前年同期はセグメント利益39百万円）となりました。な

お、建設工事の完工時期が下期中心となるため、利益面において著しく低下する季節特性があります。

　季節特性以外のセグメント利益の減少要因として、建設資材セグメントと同様に報告セグメントに配分してい

なかった全社費用の一部を当該セグメントに配分したことにより、セグメント利益は１億11百万円減少しており

ます。また、前第２四半期連結累計期間のセグメント利益についても建設資材セグメントと同様の理由により、

変更前の算定方法によっております。
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　このほか、収益認識会計基準等の適用により、前年同期と比べ売上高は９億５百万円増加し、セグメント利益

は１億４百万円増加しております。

（資材運送）

　基礎資材運送が好調に推移した結果、売上高は24億55百万円（前年同期は16億81百万円）となり、セグメント

利益は２億33百万円（前年同期比36.9％増）となりました。

　なお、収益認識会計基準等の適用により、売上高は66百万円増加しております。

（不動産賃貸）

　賃貸収入が安定的に推移した結果、売上高は１億27百万円（前年同期は１億27百万円）となり、セグメント利

益は92百万円（前年同期比0.3％減）となりました。

（その他）

　太陽光発電事業が順調に推移した結果、売上高は１億45百万円（前年同期は１億59百万円）となり、セグメン

ト利益は37百万円（前年同期比28.4％増）となりました。

 

(2) 財政状態の分析

（資産の状況）

　当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比べ12億57百万円増加して442億32百万円

となりました。流動資産は同15億99百万円増加して343億84百万円、固定資産は同３億42百万円減少して98億47百

万円となりました。流動資産の増加の主なものは、受取手形、売掛金及び契約資産の増加によるものであります。

固定資産の減少の主なものは、投資有価証券や長期貸付金の減少によるものであります。固定資産のうち有形固定

資産は、同１億51百万円減少して69億17百万円となりました。無形固定資産は、同56百万円減少して１億51百万円

となりました。投資その他の資産は、同１億34百万円減少して27億79百万円となりました。

（負債の状況）

　当第２四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末と比べ12億４百万円増加して302億93百万円と

なりました。流動負債は、同15億９百万円増加して254億22百万円、固定負債は同３億５百万円減少して48億71百

万円となりました。流動負債の増加の主なものは、支払手形及び買掛金の増加によるものであります。固定負債の

減少の主なものは、長期借入金の減少によるものであります。

（純資産の状況）

　当第２四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末と比べ53百万円増加して139億38百万円とな

りました。この増加の主なものは、利益剰余金の増加によるものであります。

　なお、収益認識会計基準等の適用により、利益剰余金の期首残高が53百万円増加しております。

　この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の32.0％から31.2％となりました。

 

(3) キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は70億92百万円となり、前連結会計年度末と比べ20億

37百万円の減少となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益３億50百万円を計上したものの、主として、

売上債権及び契約資産や棚卸資産が増加したことから、６億33百万円の支出（前年同期は８億51百万円の収入）と

なりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、主として、貸付金の回収が進んだことから、31百万円の収入（前年同期

は３億72百万円の支出）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、主として、借入金の返済が進んだことから、14億35百万円の支出（前年

同期は31百万円の支出）となりました。

 

(4) 会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。
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(5）経営方針・経営戦略等

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(6) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 

(7) 研究開発活動

　該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 36,000,000

計 36,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2021年９月30日）

提出日現在
発行数（株）

（2021年11月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 16,694,496 16,694,496

東京証券取引所

（市場第一部）

札幌証券取引所

単元株式数は100株でありま

す。

計 16,694,496 16,694,496 － －

 

(2) 【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2021年７月１日～

2021年９月30日
－ 16,694 － 417 － 318
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(5) 【大株主の状況】

  2021年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

太平洋セメント株式会社 東京都文京区小石川１丁目１－１ 2,900 19.28

桑澤商事株式会社 札幌市中央区南１条西４丁目１３ 1,394 9.27

日本マスタートラスト信託銀行株式

会社
東京都港区浜松町２丁目１１－３ 788 5.24

東京海上日動火災保険株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目２－１ 483 3.21

吉野石膏株式会社 東京都千代田区丸の内３丁目３－１ 402 2.68

桑澤　嘉英 札幌市中央区 380 2.53

クワザワ従業員持株会 札幌市白石区中央２条７丁目１－１ 368 2.45

株式会社ＬＩＸＩＬ 東京都江東区大島２丁目１－１ 339 2.26

株式会社北海道銀行 札幌市中央区大通西４丁目１ 324 2.15

株式会社北洋銀行 札幌市中央区大通西３丁目７ 310 2.06

計 － 7,692 51.14

 

(6) 【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2021年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）
－

－
普通株式 1,652,200

（相互保有株式）
－

普通株式 50,300

完全議決権株式（その他） 普通株式 14,978,000 149,780 －

単元未満株式 普通株式 13,996 － －

発行済株式総数  16,694,496 － －

総株主の議決権  － 149,780 －

（注）１　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が4,000株（議決権40個）

含まれております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式92株及び相互保有株式７株が含まれております。
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②【自己株式等】

    2021年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

クワザワホールディングス株式

会社

札幌市白石区中央２条

７丁目１－１
1,652,200 － 1,652,200 9.90

（相互保有株式）

ホクセイ産業株式会社（注）

北海道北見市西三輪

６丁目１－２
40,000 10,300 50,300 0.30

計 － 1,692,200 10,300 1,702,500 10.20

（注）ホクセイ産業株式会社は、当社の取引先会社で構成される持株会（クワザワ取引先持株会　札幌市白石区中央２

条７丁目１－１）に加入しており、同持株会名義で当社株式10,300株を所有しております。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2021年７月１日から2021

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 9,145 7,107

受取手形及び売掛金 19,649 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 22,731

商品及び製品 478 636

販売用不動産 1,073 1,122

未成工事支出金 1,986 2,116

原材料及び貯蔵品 86 101

その他 407 603

貸倒引当金 △41 △35

流動資産合計 32,785 34,384

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,275 3,192

土地 3,125 3,120

その他（純額） 668 605

有形固定資産合計 7,069 6,917

無形固定資産   

のれん 34 －

その他 172 151

無形固定資産合計 207 151

投資その他の資産   

退職給付に係る資産 212 218

その他 2,826 2,674

貸倒引当金 △124 △114

投資その他の資産合計 2,914 2,779

固定資産合計 10,190 9,847

資産合計 42,975 44,232

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 11,565 14,990

電子記録債務 7,438 7,450

短期借入金 1,180 130

１年内返済予定の長期借入金 490 490

未払法人税等 361 197

賞与引当金 206 303

工事損失引当金 7 7

完成工事補償引当金 27 28

その他 2,634 1,825

流動負債合計 23,913 25,422

固定負債   

長期借入金 3,569 3,323

退職給付に係る負債 91 92

資産除去債務 3 3

厚生年金基金解散損失引当金 224 224

その他 1,287 1,227

固定負債合計 5,176 4,871

負債合計 29,089 30,293
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 417 417

資本剰余金 326 326

利益剰余金 13,156 13,258

自己株式 △446 △446

株主資本合計 13,452 13,555

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 313 256

退職給付に係る調整累計額 △15 △12

その他の包括利益累計額合計 298 244

非支配株主持分 134 139

純資産合計 13,885 13,938

負債純資産合計 42,975 44,232
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

売上高 43,340 28,683

売上原価 39,553 24,823

売上総利益 3,786 3,859

販売費及び一般管理費   

給料手当及び賞与 1,594 1,623

その他 2,057 1,984

販売費及び一般管理費合計 3,651 3,607

営業利益 135 252

営業外収益   

受取利息 15 16

受取配当金 23 26

持分法による投資利益 30 22

保険解約返戻金 132 －

雑収入 57 61

営業外収益合計 260 126

営業外費用   

支払利息 33 35

債権売却損 0 0

雑損失 9 4

営業外費用合計 43 39

経常利益 352 339

特別利益   

固定資産売却益 2 5

投資有価証券売却益 2 11

特別利益合計 5 16

特別損失   

固定資産売却損 2 －

固定資産除却損 0 0

減損損失 － 5

特別損失合計 3 5

税金等調整前四半期純利益 353 350

法人税等 204 206

四半期純利益 148 144

非支配株主に帰属する四半期純利益 8 5

親会社株主に帰属する四半期純利益 140 138
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

四半期純利益 148 144

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 84 △57

退職給付に係る調整額 4 3

その他の包括利益合計 89 △53

四半期包括利益 238 90

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 229 85

非支配株主に係る四半期包括利益 8 5
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：百万円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 353 350

減価償却費 231 219

減損損失 － 5

のれん償却額 91 34

受取利息及び受取配当金 △39 △42

支払利息 33 35

持分法による投資損益（△は益） △30 △22

有形固定資産除売却損益（△は益） 0 △5

売上債権の増減額（△は増加） △1,466 －

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） － △2,549

棚卸資産の増減額（△は増加） △1,635 △1,236

その他の資産の増減額（△は増加） 30 △150

仕入債務の増減額（△は減少） 2,336 3,492

未成工事受入金の増減額（△は減少） 1,447 293

その他の負債の増減額（△は減少） △191 △213

その他 △8 △530

小計 1,153 △321

利息及び配当金の受取額 39 42

利息の支払額 △33 △35

法人税等の支払額 △312 △326

持分法適用会社からの配当金の受取額 5 7

営業活動によるキャッシュ・フロー 851 △633

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △0 －

定期預金の払戻による収入 4 －

固定資産の取得による支出 △63 △35

固定資産の売却による収入 100 5

投資有価証券の取得による支出 △2 △3

投資有価証券の売却による収入 3 13

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支

出
△319 －

貸付けによる支出 △159 △33

貸付金の回収による収入 63 84

投資活動によるキャッシュ・フロー △372 31

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,850 △1,050

長期借入れによる収入 2,200 －

長期借入金の返済による支出 △240 △245

配当金の支払額 △90 △90

非支配株主への配当金の支払額 － △0

リース債務の返済による支出 △50 △49

財務活動によるキャッシュ・フロー △31 △1,435

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 447 △2,037

現金及び現金同等物の期首残高 7,632 9,130

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 8,080 ※ 7,092
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　収益認識会計基準等の適用による主な変更点は以下のとおりです。

(1) 代理人取引に係る収益認識

　商品販売については、従来は顧客から受け取る対価の総額を収益として認識しておりましたが、当社グ

ループとしての役割が代理人に該当する取引については、顧客から受け取る額から商品の仕入先に支払う

額を控除した純額で収益を認識する方法に変更しております。

(2) 工事契約に係る収益認識

　建設工事については、収益総額、工事原価総額、工事進捗率の各要素において成果の確実性が認められ

る工事については工事進行基準を適用し、この要件を満たさない工事又は工期が著しく短い工事について

は工事完成基準を適用しておりましたが、原則として工事進行基準を適用し、履行義務の充足に係る進捗

率の見積りの方法は、主に発生原価に基づくインプット法によっております。なお、契約における取引開

始日から完全に履行義務を充足すると見込まれる時点までの期間がごく短い工事契約については代替的な

取扱いを適用し、履行義務を充足した時点で収益を認識する方法に変更しております。

(3) 変動対価に係る収益認識

　売上割戻については、従来は支払額が確定した時点において計上しておりましたが、過去の実績等に基

づき合理的に算定した見積額を計上する方法に変更しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半

期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は143億32百万円減少し、売上原価は144億63百万円減少し、販

売費及び一般管理費は51百万円増加し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ79百万円

増加しております。また、利益剰余金の当期首残高は53百万円増加しております。

　収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示してい

た「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示す

ることといたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度

について新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企

業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間

に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

 

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準

等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、四半期連結財務諸表に与え

る影響はありません。
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（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。

 

（追加情報）

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り）

　前連結会計年度の有価証券報告書の（重要な会計上の見積り）に記載した新型コロナウイルス感染症拡大の

影響に関する仮定について重要な変更はありません。

　なお、新型コロナウイルス感染症の影響については不確定要素が多いため、その状況によっては今後の財政

状態、経営成績に重要な影響を及ぼす可能性があります。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

受取手形割引高及び受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度
（2021年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（2021年９月30日）

受取手形裏書譲渡高 78百万円 82百万円

 

（四半期連結損益計算書関係）

　売上高の季節的変動

前第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自　

2021年４月１日　至　2021年９月30日）

　当社グループの第２四半期連結累計期間の業績は、建設工事の完工時期が下期中心となるため、利益面におい

て著しく低下する季節特性があります。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次の

とおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年９月30日）

現金及び預金 8,095百万円 7,107百万円

預入期間が３か月を超える

定期預金
△15百万円 △15百万円

現金及び現金同等物 8,080百万円 7,092百万円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年５月15日

取締役会
普通株式 90 6 2020年３月31日 2020年６月11日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年５月14日

取締役会
普通株式 90 6 2021年３月31日 2021年６月14日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会

計期間の期首から適用しています。詳細については、「第４　経理の状況 １　四半期連結財務諸表　注記

事項（会計方針の変更）」をご参照ください。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連
結損益計
算書計上
額
（注）３

 建設資材 建設工事 資材運送
不動産
賃貸

計

売上高          

外部顧客への売

上高
30,725 10,645 1,681 127 43,180 159 43,340 － 43,340

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

423 161 283 58 926 － 926 △926 －

計 31,148 10,807 1,965 186 44,107 159 44,266 △926 43,340

セグメント利益 335 39 170 93 638 28 667 △532 135

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、太陽光発電事業、保険代理店事業

及び車両整備事業を含んでおります。

２　セグメント利益の調整額△532百万円には、セグメント間取引消去63百万円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△595百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理

費であります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

EDINET提出書類

クワザワホールディングス株式会社(E02610)

四半期報告書

18/23



 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

        （単位：百万円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連
結損益計
算書計上
額
（注）３

 建設資材 建設工事 資材運送
不動産
賃貸

計

売上高          

一時点で移転さ

れる財
15,938 7,928 2,448 － 26,315 145 26,461 － 26,461

一定の期間にわ

たり移転される

財

78 2,009 － － 2,087 － 2,087 － 2,087

顧客との契約か

ら生じる収益
16,016 9,938 2,448 － 28,403 145 28,549 － 28,549

その他の収益 － － 6 127 134 － 134 － 134

外部顧客への売

上高
16,016 9,938 2,455 127 28,538 145 28,683 － 28,683

セグメント間の

内部売上高又は

振替高

372 174 154 104 805 0 805 △805 －

計 16,389 10,112 2,609 231 29,343 145 29,489 △805 28,683

セグメント利益

又は損失（△）
34 △157 233 92 203 37 240 11 252

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、太陽光発電事業、保険代理店事業

及び車両整備事業を含んでおります。

２　セグメント利益又は損失（△）の調整額11百万円には、セグメント間取引消去△332百万円、各報告セグメ

ントに配分していない全社利益343百万円が含まれております。全社利益は、主に報告セグメントに帰属し

ない持株会社の収益及び一般管理費であります。

３　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

（報告セグメント区分の変更）

　前連結会計年度末より、従来「その他」及び「資材運送」に含まれていた「不動産賃貸」について、量的な重

要性が増したため報告セグメントとして記載する方法に変更しており、前第２四半期連結累計期間のセグメント

情報につきましては、変更後の区分により作成しております。

 

（報告セグメントの利益又は損失の算定方法の変更）

　当社グループは、2020年10月１日付で持株会社体制へ移行したことに伴い、前第３四半期連結会計期間より、

従来は報告セグメントに配分していなかった全社費用の一部を報告セグメントに配分する方法に変更しておりま

す。これにより、当第２四半期連結累計期間において従来の算定方法と比較して建設資材セグメントのセグメン

ト利益が290百万円減少するとともに、建設工事セグメントのセグメント利益が111百万円減少し、全社費用の配

分によりセグメント利益の調整額が401百万円増加しております。

　なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント利益については、持株会社移行後の算定方法によることが困難

であることから、持株会社移行前の算定方法によっております。
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（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年９月30日）

１株当たり四半期純利益 ９円36銭 ９円24銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益

（百万円）
140 138

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益（百万円）
140 138

普通株式の期中平均株式数（千株） 15,029 15,029

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2021年11月11日

クワザワホールディングス株式会社

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

札幌事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 板垣　博靖

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 大黒　英史

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているクワザワホール

ディングス株式会社の2021年４月１日から2022年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2021年７月１

日から2021年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、クワザワホールディングス株式会社及び連結子会社の2021年９月30日

現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じて

いる場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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